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今年６月で創業５０年を迎えるビー・エス・サイトーは、皆様のお役に立てる「モノ」・
「サービス」を提供することで長年のご愛顧をいただいております。
そのサービスには「情報サービス」も含まれているため、弊社では２００９年にISO/IEC 
27001（ISMS：情報セキュリティマネジメントシステム）を認証取得しました。

ISMS認証取得により弊社従業員の情報セキュリティに対する意識向上とお取引
先様からの信頼性向上、ＩＴ社会の役割と責任を果たすように努めております。

「情報」 に対しての扱い・ルールが明確になっているか？という部分が重要で、
書類の管理からパソコンで扱うデータ、管理策に基づいた各種取扱いルールと実施
状況など広い範囲が認証審査の対象となります。認証を取得したあとも、年に１度の
「定期審査」と３年に１度の「更新審査」により正しい運用を維持しております。

また、審査内容には「情報に被害が及ぼされた時にどういう手順で復旧させるか？」
といった内容も問われるため、経営資源として重要な情報管理の仕方について審査
を通して学び、運用を改善するきっかけにもなっております。
もし、ISMSにご興味が御座いましたら、弊社営業までご相談ください。

ちなみに、昨年までは自社に審査員が来社しての審査でしたが、今年はコロナ禍の
影響もあり、リモート審査を行いました。

その際に、役立ったのが昨年紹介しました ミーティングボード【MAXHUB】で、
コロナ禍における会議・審査をサポートするための画期的なツールです。
弊社に常設展示しておりますので、是非一度ご覧になって下さい！
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ウイルス対策ソフトメーカーのF-Secure（ｴﾌｾｷｭｱ）がユーザーを対象に実施した調査において、
回答者の３割が直近１年間に何らかのサイバー攻撃に遭遇したと回答した。特に侵害されたオ
ンラインサービス（サイト改ざん等）の利用者はサイバー犯罪に遭った割合が高かった。
（調査対象：日本含む１２か国を対象に計４８００人に実施 ※2020年調査）

被害を受けたオンラインサービス回答を見ると、日本ではショッピング、グローバル（日本以
外の各国平均）ではSNSがもっとも多い。

複数アカウントで同一パスワードを使い回す割合は、日本は33％でグローバルは39％。同一で
はないものの、似たパスワードを再利用する割合は日本で52％、グローバルで57％にのぼり、
この辺の管理状態がパスワードが何らかのサービス（ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ・SNS）から漏れた際に他の
サービスへの被害に繋がると推測されている。

対応策としては、「サービス毎に全く異なるパスワードを設定」が有効と考えられております。

参考までに右図でパスワードの良し悪し例を
記載します。他には、単語＋サービス＋単語
（例：xxxyahoozzz、xxxgooglezzz）といった

内容でも強度を
高められますので
ご参考までに。
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